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●
選
択
的
夫
婦
別
姓
と

　

本
格
的
夫
婦
別
姓

　

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
を
盛
り
込
ん
だ
民
法
改
正
法

案
が
国
会
に
上
程
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

３
月
20
日
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
、
５
０
０
０
人
を

超
え
る
人
々
が
集
ま
り
、「
夫
婦
別
姓
に
反
対
し
家
族

の
絆
を
守
る
国
民
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
１
ヶ
月
で
２
５
２
万
人
の
国
民
の
皆
さ
ん
の

署
名
が
集
め
ら
れ
、
亀
井
静
香
国
民
新
党
代
表
、
吉
田

公
一
民
主
党
衆
議
院
議
員
、
下
村
博
文
自
由
民
主
党
政

調
副
会
長
、
平
沼
赳
夫
国
益
と
国
民
の
生
活
を
守
る
会

代
表
に
そ
れ
ぞ
れ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
３
つ
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
①
選
択
的

夫
婦
別
姓
制
の
導
入
は
、
必
然
的
に
親
子
の
別
姓
を
も

た
ら
す
。
家
族
の
一
体
感
、
絆
を
象
徴
す
る
フ
ァ
ミ
リ
ー

ネ
ー
ム
は
絶
対
守
る
べ
き
。
②
社
会
生
活
に
お
い
て
不

便
を
生
じ
て
い
る
人
の
た
め
に
は
、
旧
姓
を
通
称
と
し

老朽化が進む消防本部（ふじみ野市）

入
間
東
部
地
区

　
　

消
防
議
会
開
会

　

３
月
19
日
、入
間
東
部
消
防
本
部
（
ふ

じ
み
野
市
）
に
て
、
平
成
22
年
入
間
東

部
地
区
消
防
組
合
議
会
第
１
回
定
例
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
鈴
木
管
理
者
よ

り
平
成
22
年
度
の
施
政
方
針
が
発
表
さ

れ
、
新
年
度
予
算
等
全
て
の
議
案
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
老
朽
化
が
進
む
消
防
庁
舎
と

通
信
指
令
装
置
に
つ
い
て
は
、
当
初
、

指
令
装
置
を
先
に
整
備
す
る
方
針
で
し

た
が
、
消
防
本
部
庁
舎
等
建
設
審
議
会

な
ど
の
協
議
を
受
け
、
併
せ
て
整
備
を

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◆
管
理
者
よ
り
施
政
方
針

◆
新
年
度
予
算

　

新
年
度
の
当
面
す
る
課
題
と
主
な
施

策
に
つ
い
て
。（
以
下
抜
粋
）

一
、
住
民
の
安
心
と
安
全
を
向
上
さ
せ

て
い
く
た
め
消
防
施
設
・
設
備
等
の
整

備
促
進
を
図
る
。
老
朽
化
し
た
消
防
ポ

ン
プ
車
の
更
新
。
三
芳
分
署
に
配
備
さ

れ
て
い
る
10
ｍ
級
梯
子
付
消
防
ポ
ン
プ

車
を
15
ｍ
級
に
し
、
高
層
化
し
た
建
物

に
対
応
さ
せ
る
な
ど
。

二
、
救
急
活
動
体
制
の
充
実
強
化

　

救
助
隊
員
に
特
別
高
度
救
助
教
育
を

行
う
な
ど
隊
員
の
育
成
。
救
急
業
務
の

高
度
化
に
伴
い
、
薬
剤
投
与
や
気
管
挿

管
の
救
急
処
置
が
実
施
で
き
る
認
定
救

命
士
が
全
て
の
救
急
車
に
同
乗
で
き
る

よ
う
に
計
画
的
に
育
成
。

三
、
住
宅
火
災
対
策
の
推
進

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務

化
さ
れ
た
が
、
す
で
に
先
だ
っ
て
義
務

化
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
で
は
住
宅
火
災
に

よ
る
死
者
数
が
半
減
。
普
及
促
進
活
動

を
推
進
す
る
。

四
、
消
防
団
活
性
化
事
業

　

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
計
画
的
な
更

新
。
消
防
団
員
と
消
防
職
員
の
ス
ム
ー

ズ
な
連
携
活
動
の
た
め
の
合
同
訓
練
の

実
施
、
女
性
消
防
団
員
の
救
命
講
習
会

へ
の
指
導
員
と
し
て
の
協
力
な
ど
。

★
明
日
を

　
　

ひ
ら
く
言
葉

私
は
我
が
運
命
の

支
配
者
、
我
が
魂

の
指
揮
官
な
の
だ

　

ウ
イ
リ
ア
ム
・
ア
ー
ネ
ス
ト
・
ヘ
ン

リ
ー
の
詩
「
イ
ン
ビ
ク
タ
ス
」
よ
り
。

27
年
間
、
監
獄
に
囚
わ
れ
、
釈
放
さ

れ
て
南
ア
フ
リ
カ
初
の
黒
人
大
統
領
に

な
っ
た
ネ
ル
ソ
ン
・
マ
ン
デ
ラ
が
、
獄
中

で
心
の
支
え
に
し
て
い
た
詩
の
一
節
。

　

過
日
ま
で
上
映
さ
れ
て
い
た
映
画

「
イ
ン
ビ
ク
タ
ス
～
負
け
ざ
る
者
た
ち
」

を
観
ま
し
た
。
ま
さ
に
ど
の
よ
う
な
逆

境
に
お
か
れ
て
も
、「
私
が
運
命
の
支

配
者
で
あ
り
、
魂
の
指
揮
官
」
で
あ
る

と
思
え
ば
、
全
て
を
乗
り
越
え
ら
れ

る
・
・
・
。
先
の
見
え
な
い
混
迷
の
現

代
で
も
、
諦
め
な
け
れ
ば
我
々
の
手
で

世
界
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
・
・
・
。

映
画
を
観
て
そ
う
強
く
感
じ
ま
し
た
。

夫婦別姓に反対し家族の絆を守る国民大会（３／２０）

長谷川三千子埼玉大学教授

夫
婦
別
姓
は
親
子
別
姓

　

家
族
の
絆
を
考
え
ま
し
ょ
う
！

て
新
し
い
世
代
を
作
っ
て
い
く
責
任
を

負
う
。
そ
う
い
う
横
の
つ
な
が
り
、チ
ー

ム
田
中
、
チ
ー
ム
鈴
木
と
い
う
、
そ
れ

を
活
か
し
た
シ
ス
テ
ム
が
「
夫
婦
同
士

同
じ
氏
を
名
乗
る
」
と
い
う
今
の
民
法

の
コ
ン
セ
プ
ト
。
こ
れ
は
、
伝
統
的
な

先
祖
を
大
切
に
す
る
と
い
う
考
え
方

と
、
未
来
に
向
け
て
責
任
を
も
っ
て
子

ど
も
達
を
育
て
て
い
く
と
い
う
過
去
と

未
来
の
両
方
を
向
い
た
軸
を
表
し
た
素

晴
ら
し
い
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
選
択
的
夫
婦
別
姓
に
は

コ
ン
セ
プ
ト
が
な
い
。
民
法
は
、
人
間

達
が
ど
う
い
う
家
族
を
持
ち
、
ど
う
い

う
関
わ
り
を
持
つ
か
表
す
も
の
。
便
利

な
ら
ば
い
い
と
い
う
交
通
法
規
で
は
な

い
。
民
法
が
、
選
択
的
夫
婦
別
姓
を
採

用
す
る
と
な
る
と
、
民
法
は
家
族
に
つ

い
て
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
表
現
し
な
い
、
ギ

ブ
ア
ッ
プ
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
い

て
あ
げ
れ
ば
、
人
間
は
皆
バ
ラ
バ
ラ
な

個
人
、
親
も
子
も
な
い
。
た
だ
、
自
分

が
自
分
と
し
て
生
き
た
い
よ
う
に
生
き

る
。
姓
だ
と
か
氏
が
な
く
な
る
。
選
択

的
夫
婦
別
姓
に
す
る
こ
と
は
、
日
本
の

破
壊
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
我
々
が

名
乗
っ
て
い
る
姓
名
、
氏
名
の
意
味
を

失
っ
て
し
ま
う
と
い
う
、
と
ん
で
も
な
い

改
革
法
案
だ
と
言
う
。
※
裏
側
に
国
民
委

員
会
配
布
の
パ
ン
フ
を
印
刷
し
ま
し
た
。

　
『
選
択
的
夫
婦
別
姓
は
、
皆
さ
ん
に

強
制
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一

部
の
困
っ
た
人
の
た
め
で
す
。』
と
言
わ

れ
て
、
多
く
の
優
し
い
方
は
『
ま
あ
、

い
い
か
あ
。』
と
思
っ
て
し
ま
う
。

　

長
谷
川
三
千
子
氏
は
、
こ
こ
に
選
択

的
夫
婦
別
姓
の
落
と
し
穴
が
あ
る
と
い

う
。
以
下
、
氏
の
提
言
を
紹
介
し
ま
す
。

　

対
称
に
あ
る
の
が
韓
国
の
よ
う
な
本

格
的
（
完
全
）
夫
婦
別
姓
。
金
さ
ん
の

家
に
生
ま
れ
た
ら
一
生
金
さ
ん
、
李
さ

ん
の
家
に
生
ま
れ
た
ら
一
生
李
さ
ん
。

結
婚
し
て
も
変
わ
ら
な
い
。
し
か
し
、

こ
れ
は
祖
先
を
大
切
に
す
る
と
い
う
古

来
か
ら
の
東
ア
ジ
ア
儒
教
圏
の
シ
ス
テ

ム
で
あ
り
コ
ン
セ
プ
ト
。　

　

日
本
も
、
明
治
に
な
っ
て
民
法
を
作

　

平
成
22
年
度
入
間
東
部
地
区
消
防

組
合
の
一
般
会
計
予
算
の
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

30
億
３
０
６
７
万
３
千
円
、
昨
年
度
比

２
．
９
８
％
の
増
に
な
り
ま
す
。

　

入
間
東
部
地
区
消
防
組
合
は
、
富

士
見
市
、
ふ
じ
み
野
市
、
三
芳
町
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
一
部
事
務
組
合

で
す
。
当
町
か
ら
は
、
常
備
消
防
費

分
（
消
防
署
関
係
）
と
し
て
負
担
金

４
億
９
０
９
２
万
円
を
、
非
常
備
消
防

費
等
（
消
防
団
）
と
し
て
２
７
９
３
万

円
を
拠
出
し
て
い
ま
す
。

　

消
防
職
員
は
２
７
２
名
、
常
備
消
防

費
の
中
で
人
件
費
は
22
億
円
79
％
を
占

め
て
い
ま
す
が
、
防
災
の
基
本
は
人
で

あ
り
、
限
ら
れ
た
予
算
と
環
境
の
中
で

二
市
一
町
の
住
民
の
生
命
と
財
産
を

守
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

三
芳
町
消
防
団
は
、
団
長
以
下
83
名

の
団
員
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
、
ボ
ラ
ン

テ
イ
ア
精
神
で
昼
夜
を
問
わ
ず
、
仕
事

を
持
ち
な
が
ら
地
域
防
災
の
た
め
に
尽

力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
３
月
に
三

芳
町
消
防
団
第
１
分
団
の
車
輌
が
更
新

さ
れ
ま
す
が
、
来
年
度
は
第
２
分
団
の

車
輌
が
更
新
さ
れ
ま
す
。
ち
な
み
に
普

通
ポ
ン
プ
自
動
車
は
約
１
３
６
５
万
円
。

る
時
に
ど
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
選
ぼ

う
か
考
え
た
。
し
か
し
、
本
格
的
夫
婦

別
姓
に
は
、
一
つ
見
落
と
し
て
い
る
点

が
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
田
中
さ
ん
と
鈴

木
さ
ん
が
結
婚
し
た
ら
、
新
し
い
家
を

作
り
、
そ
こ
で
責
任
を
も
っ
て
子
ど
も

を
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ

の
時
点
で
先
祖
を
敬
う
だ
け
で
は
な
く

て
、
チ
ー
ム
田
中
、
チ
ー
ム
鈴
木
と
い

う
一
丸
と
な
っ
た
チ
ー
ム
を
作
り
上
げ

て
使
用
す
る
法
的
整

備
で
十
分
対
応
が
で

き
る
。
③
多
く
の
皆

さ
ん
に
ご
賛
同
、
ご

協
力
を
。

　

三
芳
町
定
例
議
会
は
、
３
月
２
日
に

開
会
し
18
日
に
閉
会
。
平
成
22
年
度
一

般
会
計
予
算
も
無
事
可
決
し
ま
し
た
。

３
月
議
会
の
報
告
は
次
回
の
会
報
で
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平成２２年3月23日


